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修士論文要旨
　近年、人間と野生動物の軋轢が深刻な社会問題となって
いるが、江戸時代には盛岡藩にも多くの野生動物が生息し、
人間との間に多彩で密接な関係を築いていた。そこで、現
在抱えている問題を考察する一助として、当時の盛岡藩に
おける両者の関係の総合的な分析を試みた。盛岡藩雑書第
１巻から第15巻と盛岡藩家老席日記雑書第16巻を用いて、
1644年から1738年までの95年分（欠落した９年分は除く）
の、野生動物に関わる全ての記録を抜き出し、頻出するシ
カとオオカミを資源と害獣の２つの側面から分析し、更に、
狩猟の全体像を把握するため、狩猟に関わる人間や道具（鉄
砲）、生類憐み政策下での人間の狩猟活動についても分析を
行った。その結果、シカ・オオカミ・イノシシ・クマ・キ
ツネ・タヌキ・カモシカ・サル・ウサギ・イタチ・カワウ
ソ・テン・ジャコウネズミ・リス・ネズミ及び海産性哺乳
類に関する記録が確認された。狩猟は主に資源確保と獣害
被害対策を目的に行われた。当時の狩猟体制は大きく、巻
狩り猟・殿様や若殿様による個人的な狩猟・藩命で派遣さ
れた者や現地住民による藩管理下での狩猟に分類できた。
鉄砲の使用には木製の鉄砲判が必要とされた。鉄砲の相続
は、前所持者の病気や死亡等により行われ、多くは息子や
弟子に受け継がれたが、相続者がいない場合は藩に返却さ
れた。鉄砲の管理でも、不正利用の調査の実施・地域での
管理方法の指示・地域住民へ不正使用者や未届けの鉄砲の
調査や報告を指示及び褒美の付与等が行われ、厳格に規制
されていた。以上から藩が狩猟の実態の把握を重視してい
たことがわかった。狩猟とは野生動物という資源を利用す
る行為であり、当時、野生動物は藩の財産であるとの認識
が強くあったのだろう。また、1656年１月10日にはシカ1701
頭などが捕獲されるなど、哺乳類は乱獲によりその生息数
に大きな影響を受けたと考えられた。シカは農作物に被害
を及ぼす以外、資源として人々に認識されていた。その管
理は、密猟調査の実施・死因調査の実施・シカを殺した者
や死亡したシカの報告を怠った者へ罰金を科すこともあっ
た。更に、シカの密猟者を磔に処した記録もあったが、彼
らには欠落の罪もあり、処罰の理由は断定できなかった。ま
た、シカは狩猟における捕獲頭数の大幅な減少から、乱獲
により生息数を絶滅又はその近くまで減らしていたことが
示唆された。それは、シカの捕獲が納税による許可から猟
師への褒美の付与へと変化し、藩管理下の狩猟を奨励して
いることからも推察される。一方、オオカミもシカを捕食
の対象としていた。オオカミは、資源としてより、主産業
で肥育される馬を主とする家畜や人間に被害を及ぼす害獣
としての認識が強かった。被害対策は、予防と駆除の２つ
の方法がなされ、予防では野馬の移動や保護・放牧地の整
備や検討が、駆除では藩命による人員派遣・緊急時の現地
住民や野馬による反撃・現地での対応の許可及び指示・現
地への道具（火薬や鉄砲）の貸し出し・藩牧での狼退治の
実施・捕獲者への褒美の付与等が行われた。オオカミの捕
獲の重要性は、時代の進行と共に高まっていったことも示
唆された。当初は納税等で現地住民に狩猟を許可していた
が、後に捕獲者に褒美を付与するなど、捕獲への規制が次
第に緩くなっていく。ここから、オオカミによる獣害被害
が次第に深刻化していったと推察された。そこでシカの生
息数の減少と狼害の関係を分析するため、シカの個体群動
態をシミュレーションした。移出入がない閉鎖集団、1689
年に絶滅、生存率と繁殖率は一定、かつ増加率は1.01以上
と仮定。個体群の推移行列モデルを作成し、適当な初期頭
数・生存率・繁殖率を与え、1644年時点での初期頭数の推
定を行った。様々な初期頭数と生存率の組み合わせの結果、
メス成獣の生存率0.83、初期頭数6500頭が最適とされた。こ
のシカの個体群動態と、オオカミによる獣害被害数の推移
のグラフを比較した。途中の被害が終息した様に見える期
間も被害対策の記録があることから、被害が恒常化し詳細
が記録されなくなっただけで被害は続いていたと考えられ
る。その後詳細な記録が再開されるのは、生類憐み政策で
野生動物の捕獲は害獣のみと限定され幕府への報告が義務
付けられ、更に1689年前後から人身被害が目立ち始めたた
めだろう。また、オオカミの個体数も、史料に残るオオカ
ミの捕獲頭数とイエローストーン国立公園のデータから恐
らく20～30頭だったと推定された。狩猟が一因となったシ
カの大幅な減少が、オオカミによる被害の増加を招き、人
間のオオカミへの獣害被害対策が本格化し、オオカミの生
息数すらも減少していった可能性が示唆された。シカとオ
オカミとの相互作用、そこに介入する人間の狩猟活動、こ
れらは日本人が過去に経験し、記録したたぐいまれな生態
学的知見といえよう。
東北地方における過去の野生哺乳類と人間との関係
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